
 施策評価シート【重点施策】 

 

個別施策Ⅳ－（２） 

犯罪や消費者被害を防止する 

基本的な方向性 

地域住民が主体となった組織の取組を支援し、防犯意識を高めるとともに、犯罪が起きにく

い地域づくりを進めます。また、消費生活に関する情報を提供し、消費者被害の未然防止を図

るとともに、消費者トラブルの救済に向けた取組を進めます。 

 重要業績評価指標（KPI） 
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市と関係団体による防

犯活動数【年間】 
回 13 15 33 40 40 35 22 

消費生活相談において

消費者自らが相手方と

交渉できるよう助言し

た件数の割合 

％ 75 77 81 85 89 87 82 

施策の推進に向けた主な取組の「成果」 

・地域安全運動、防犯キャンペーン、年末防犯パトロール、防犯教室、防犯講話を計１２

回実施したほか、地域見守り花植え活動を２３地区で実施しました。刑法犯認知件数は、

前年比で２１６件（１３．５％）の減少となりました。また、平塚警察署及び関係団体

とともに「平塚駅周辺環境浄化対策連絡会」を設置し、パトロール、意見交換を実施し

ました。さらに、平塚警察署と「地域の安心・安全意識を高める協定」の締結により、

連携して西口駅前の駐輪場に自転車盗対策の警報機付き自転車を設置しました。 

・防犯街路灯・防犯カメラの電気料、リース料、修繕などの維持管理を行いました。また、

自治会等に対し防犯カメラの設置補助（１４台分）を行うことにより、地域における防

犯設備の整備・充実を図りました。 

・消費者被害の未然防止を図るため、消費者啓発講座等の開催や関係機関と連携した消費

者啓発活動を行いました。各種講座等は消費生活展を含め 43回開催し、参加者は 6,158

人でした。また、消費者トラブルの救済に向けた消費生活相談員による消費生活相談件

数は 3,202件（新規 2,656件、継続 546件）で、消費者が自ら自主交渉できるよう 2,112

件の助言を行った他、消費生活相談員の斡旋により 147件の解決を図りました。 

 

 

 

 

 


